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⾼度な材料組織形態解析と順・逆解析を搭載

・MIPHA: 機械学習型画像処理、連結性、分岐性、曲率解析、metric特徴量

・shinyMIPHA: パーシステントホモロジー、二点相関関数、豊富な順・逆解析

材料情報統合システム”MIPHA
1)
”および “shinyMIPHA

2)
”販売開始！

マテリアルズインフォマティクスによる材料ゲノムの解析との連携！

効率的な材料内部組織の三次元可視化！

Fully-automated serial sectioning 3D microscope

全自動シリアルセクショニング3D顕微鏡

逐次研磨像
3D

HDR機能

新搭載！

新搭載！設定条件ライブラリー

全自動！電解エッチング

NEW！純正消耗品

大阪営業所

大阪府吹田市広芝町7-26 

TEL：06-6389-6220 FAX：06-6389-6221

http://www.shinkouseiki.co.jp

営業窓口：池内 ikeuchi@shinkouseiki.co.jp

国内総発売元

設定値、動作設定、消耗品の自動選定

チタン、アルミ、ニッケル、ステンレス等

1)MIPHA: スタンドアロン, 2)shinyMIPHA: クラウドシステム
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今号のTechno Scopeについて

　「東京封鎖」の可能性もあった新型コロナウィルスによる戦後最大の世界的危機のため東京

オリンピックが延期されたことに伴い、7号のテクノスコープに予定していたオリンピック関連

施設の記事掲載を残念ながら今年度は延期とすることにしました。

　テクノスコープは現地確認をしながらの取材を伴うため、他の取材につきましても現在見直

しを進めているところであります。

　6月8日現在、国内の状況は最悪の状態を脱しつつありますが、しばらくの間はこれまで蓄積

してきた取材やWeb会議ツールを駆使して企画を進めてまいります。限られた環境下での取材

とはなりますが、現在の状況にできる限り対応して企画を進めてまいる所存です。

　今回のテクノスコープ記事掲載延期につきまして、何卒ご理解賜りますよう謹んでお願い申

し上げます。

会報委員会委員長　足立吉隆
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会報委員会（五十音順）
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当初、今月号は、Techno�Scopeでは，東京オリンピックに
向けに建設された競技施設と鉄との関わりの記事を計画してお
りましたが、残念なことに、新型コロナウイルスの影響で東京
オリンピックが延期となり、東京オリンピック開催に合わせた
記事の掲載を取り止めることに会報誌編集委員会で決定いたし
ました。通常なら、次号の繰り上げなどして対応するところで
すが、次月号である8月号の記事も、これまでの仕事の進め方

では、進めることができないため、四苦八苦している状況とな
り、今月号に限りTechno�Scopeの記事の掲載の中止の判断を
いたしました。幸いにもこの編集後記を書いている段階におい
ては、ややウイルス拡散の歯止めがかかった徴候ですが、鉄鋼
業に関係する我々で、自粛以外で何か役に立てることがあれば
と思う毎日です。
� （K.�T.）

編  集  後  記
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Germany社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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